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研究背景

　ある建築の魅力を人に伝えるときに用いられるのは、そ
の建築に関する定型の報告書を活用した資料や、建築の写
真であるケースが多い。それらは、建築の「物」としての
価値に着目し、竣工後の姿によって魅力を伝えようとする。
建築に触れた人やメディアの介在によって発信される情報
の内容は、あくまでも建設中の過程を含まない、建設後の
瞬間や過程であるように思う。しかし私はそれ以外に、人
が集まって建物を建てていく時間にも紛れもない魅力があ
ると考えている。
　そういった建設過程の記録を資料として残すために存在
しているのが工事記録であり、上述の魅力を伝えるために
活用することができる強いツールである。建てる行為を一
般向けに共有することは、その建物にとって何をもたらす
可能性があり、どう活用していくべきなのか。

研究目的

　建設の過程を一般向けに共有する場合、「工事記録」とい
う手法が役に立つ。工事記録とは、一般向けの資料として
活用されることを前提に行われる、工事に関する様々な記
録である。この工事記録を用いて「建てる行為」の共有を
行うためには、どういった活用方法が適切なのかを明らか
にしたい。

第 1章　工事関係書類の種類

　基本的に工事の際には定式的な業務資料「工事関係書類」
が作成される。一口に工事記録と言っても、工事関係書類
と比べると、より一般に向けた資料である。
　作成が『義務』である工事関係書類は、どのような変遷
をたどって現在に至るのか、また、その中で『意図的』に
作成が行われる工事記録にはどのような意味があるのかに
ついて言及する。それぞれの違いに関しては以下の通りで
ある。

第２章　近代における「工事記録」の発展について

　調査によると、日本で、工事記録を制作しそれを活用す
るという考え方は関東大震災を契機に萌芽した。戦後の高
度経済成長・原発の稼働・東京オリンピック・大阪万博といっ
た具合に、当時の日本情勢は絶えず変化を続けていた。そ
れに伴い工事記録の活用目的が、商業・技術力の PR・安全
性の保証・市民への理解と幅を広げていき、現代に至る。
　また、本章ではそうした前提を明らかにしたうえで、既
往の工事記録活用例を取り上げ、その特徴の分析を行って
いる。

　ここでは 4 章にて考察を行う工事現場見学会のために、プロ
ジェクト内容とこれまでのゼミ活動について概説し、これまでの
記録方法をまとめている。

第 3章 　工事記録の具体的方法とその実践

■写真撮影

■動画撮影

■タイムラプス ( 固定 )

■現場日誌

■現物の保存

研究方法

本論

　著者は研究室の活動で、現在耐震改修工事中である、『旧
本庄商業銀行煉瓦倉庫』の保存活用プロジェクトに参加し

て公開する機会があった。本研究ではその見学会をケース
スタディとして、工事記録の活用方法について考察を行っ
ていくこととする。
　また、工事記録という考え方がいつごろから日本で生ま
れたのかを明らかにし、その変遷を追う。それによって基
礎知識を得た上で、その中に存在している工事記録の活用
例を 3 例ピックアップし、煉瓦倉庫見学会の比較考察対象
とすることで、より質の高い考察を図ることができた。
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既往例 a

既往例 b
既往例 c

既往例 d

既往例 e

既往例 h

既往例 f

既往例 k

既往例 g

既往例 j

既往例 i

記録媒体 A 記録媒体 B 記録媒体 C 記録媒体D

時代の変遷

媒体ごとの既往研究
(ex. 土木映画史研究
大工絵図研究など )

工事記録の活用による
一般への共有を実践したい

本研究にて整理
⇒部分的に例をピックアップ
⇒加えて実践した例も紹介

工事記録 工事関係書類

用途：
体制：
制作後：

一般向けの資料
意図のある能動的な作成
公開・活用

業務用の書類
仕事の一環・義務的な作成
非公開・一定期間保管

使用機材：一眼レフ /スマートフォン
メリット：その後の活用方法の豊富さ /その場で確認が可能
デメリット：視覚情報のみの記録 /使用者によって質が不均一
活用用途 ( 現状 )：ポスター /調査カード /写真集 /web 宣材
備考：汎用性の高さを踏まえると、最も使用頻度の高い記録である。

使用機材：一眼レフ /スマートフォン /GoPro/ 防塵カメラ
メリット：情報量が最も豊富 /その場で確認が可能
デメリット：バッテリー消費が激しい /使用可能な媒体が限定される
活用用途 ( 現状 )：ポスター /調査カード /写真集 /web 宣材
備考：汎用性の高さを踏まえると、最も使用頻度の高い記録である。

使用機材：GoPro/ 防塵カメラ
メリット：長時間の撮影が可能 /映像よりも編集が容易 /質が均一
デメリット：その場で確認不可 /使用可能な媒体が限定される /動画にする
には専用のソフトを要する
活用用途 ( 現状 )：動画展示
備考：使う場面は限定されるが、撮影間隔や切り替わり速度を調整する
ことで、機材使用時間に依存しないでいくらでも再生時間を調節できる。

使用機材：透明ビニール /付箋
メリット：史料として活用できる
デメリット：保存場所が必要 /外部環境に影響されやすい
活用用途 ( 現状 )：展示品 /調査の対象
備考：現物を保存することも記録と言える。これらを調査したものなど
二次的な資料が重視されがちだが、現物をそのまま展示に活用すること
も可能である。

使用機材：リング留め罫線ノート /筆記用具
メリット：考えをその場で書き留められる /その場で実測の記録が可能
デメリット：手書きであるため汎用性は低い /第三者からの信頼性が低い
活用用途 ( 現状 )：調査票の解説文 /調査票のディテール
備考：記載内容
●工事記録…当日行われている工事の概要を記す。
●歴史的調査…工事の際に露出した、調査が十分になされていない部分
の実測と野帳作成。毎回違う箇所を記録しており、新しい発見を心がけ
ている。

表 1：本研究の立ち位置

提言



第 4章 　「建てる行為」の共有方法の実践

第 5章 　考察

第 6章 　結論

　2015 年 11 月 2 日、3 日に行った、煉瓦倉庫の工事現場見学会
の考察を行う。2015 年 3 月に開催した見学会と対となるもので、
そちらが工事着工前 最後の見学の機会であり、今回が工事着工中
の現況を見学させるものである。
　「建てる行為」を市民に共有するために、これまでのゼミ活動
での記録を存分に活用した。運営体制に加えて、何の記録をどう
活用して、その結果どうだったのかを一つずつ考察を加えてリス
トアップした。

□2015.03.14-15見学会「またね！本庄の煉瓦倉庫」開催概要

2015 年 3 月、改修工事を控えている煉瓦倉庫の、明治より続いた
最後の姿の見納めの機会を、見学会という形で設けた。また、それ
までの調査・研究の成果の披露と、工事が実施される旨を市民に向
けて説明する公式な機会とするために開催した。

□2015.11.02-03「旧本庄煉瓦倉庫見学會」開催概要

2015年11月時点での煉瓦倉庫を市民に見てもらうために開催した。
建設中の煉瓦倉庫の姿を見せることで、建築が生まれ変わる過程に
市民が触れることが出来る。

共有するための展示と、どういった意図を持って工事を行い、「本
庄市にはこれからこういった建物が建つ」という知識を市民に持っ
てもらうためである。

工事終了までの長い視野で見た時、見知らぬところで突如完成した
建物よりも、建設過程を知っている建物に対しての方が住民のその
後の主体性を期待できる。

以後、当日使用した制作物と展示の内容を解説していく。

また、今回のイベントの大きな特徴として、地元の高校生に当日の
運営に協力してもらった点が挙げられる。

地元住民と煉瓦倉庫との思い出作りの機会にするために、子供も参
加できるミニレンガ積みのワークショップを行った。( 図 1)
また、展示に関しては来場者が自由に見て回れる構成となっており、
主に煉瓦倉庫の概説と、これ以前に行われたワークショップの成果
を用いた模型の展示が行われた。( 図 2)
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■イベントポスター

煉瓦倉庫の写真と、イベントの概要を簡潔にまと
めて掲載。本庄市周辺の文化施設に送付し、掲示
を依頼した。
調査中に撮影した外観写真を編集して、ポスター
の素材として使用した。
媒体の特性上、効果測定が不可能である。

□内部展示

3 月の見学会で使用したパネルと模型
を流用し、それぞれが配置してある場
所に一人以上の説明要員が待機してい
る体制をとった。
(図３,４)
また、新たに工事中に発見した事項を
全て調査カードにまとめ、現物と対応
して配置した。(図５)
また、屋根から鉄骨を搬入する様子を、
タイムラプスで収めた記録を活用し、
壁をスクリーンに見立てて常時放映し
た。(図６)
当初はツアー形式で内部を案内員とと
もに回らせる形式であったが、想定以
上の来客により、急きょ内部を自由に
動き回れる体制に変えた。その結果、
案内員の解説を聞いている人と聞いて
いない人で分かれてしまい、来場者全
員に均質な案内を行うことができな
かった。

■手持ち袋

退場後に、この袋を持ち歩いてもらうことで、二
次的な宣伝を想定して作成した。また、ただ制作
物を配布しただけでは一方的なものになってしま
うため制作した。

■工事記録写真集

見学会では見ることのできない工事中の煉瓦倉庫
の写真を編纂したもの。一部 200 円で販売し、そ
の利益は今後の調査費に充てられる。使用可能写
真の監査が厳しく制作が難航した。

■Tumbler( http://www.hanipon-renga.com/ )
煉瓦倉庫のweb サイトとして 2015 年 2月より運営されている。
インターネットで検索した時に web サイトがあるかどうかは、一つ、イ
ベントや建物への信頼度の指標になりうる。

□総合的な評価
特筆すべき点は 3点。
①3月から続く、長期的な計画の一環であること
②来場者の主体性によって成り立つ展示計画であること
③運営に地元の高校生が参加していること

第 5章 考察において、評価の解説を行う。

今回の実践を踏まえて、既往の例と比較すると、以下の点が判明する。

●既往の工事記録活用例⇒その建物の使用者の意思は反映さ
れない
●煉瓦倉庫見学会⇒一方的な共有ではなく、調査カードの例
のように、来場者の意思によって共有されるかどうかを選択
できる。

　「建てる行為」を共有することの目的は、建物のことを理解しても
らうためであるケースがほとんどである。工事記録の活用方法として
一つ適切と言えるのは、受け取る側が自分からコミットするような仕
組みを作る方法である。また、見学会では地元の高校生に運営を依頼
した。建物に対しての主体性を体現している人間の存在が、さらに周
りを巻き込んでくれることは大いに期待できる。
　
一概に工事記録の適切な活用方法を決定することはできないが、本研
究では「受け取る側の主体性を育む仕組み」を作る、という一つの結
論を出すことが出来た。また、その具体例を提示することにも成功し
た。

以上、「工事記録」という概念の変遷と、その活用について、考察を
交えつつまとめた。その上で本庄煉瓦倉庫見学会という実践の場に対
して評価を下し、今後の「『建てる行為』の共有」を行う際の一つの
指標とすることが可能となった。

■調査カード
調査中に発見した煉瓦倉庫にまつわる「物」の現
物展示を行い、それに対応するように、物の調査
カードを30種類配置した。自由配布形式をとって
おり、来場者が主体的に収集を行えるようにした。
カードの記載内容は、定期記録の歴史的調査の部
分を噛み砕いて一般向けにした解説文。

■パンフレット

入場と同時に来場者全員に無料配布したポスト
カード×3枚と表紙 1枚を合わせたパンフレット。
上述の調査カードをこれと合わせてファイリング
していくことで、最終的にオリジナルの資料が完
成する。

実物の展示

対応する調査カードの展示

工事着工前

工事着工中

□外部展示

入場の際は、受付にてパンフレットを
無料で配布した。( 図 7) この配布数で
当日の来場者数のカウントも兼ねてい
る。
入り口を通過したオープンスペースに
は、内部と同様に、調査カードとそれに
対応する現物が展示されている。(図8 )
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